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鉾田町市街地における商店街の店舗構成とその変化

　　　　　　本町通り㊥仲須通り商店街の事例

根田克彦曲上野健一

郭　金水也尾野久二

工　はじめに

　小売店は一定の区域に集合して立地するのが常態

であり，一般に主要路線沿いに商店が連続して立地

し，商店街を形碑する。都市の市街地では，商店街

が互いに近接して立地し，機能的には統一した一つ

の商業地域を形成している。しかしながら商店街の

店舗構成・形態には，街区により，その特徴が著し

く異なることが認められている1）。

　筆者らは1983年に茨城県鉾田町の申心商店街を実

地に調査して，その店舗構成と形成過程について検

討した2）。その緒果，百貨店の立地がみられる申規

模以上の都市の中心商店街では既に明らかになって

いた商店の専門化とチェーン化3）が，小都市の鉾田

町においても近年進んでいることが判明した。

　ところで，鉾圧1町では申心商店街と鹿島鉄道鉾田

駅とを緒ぶ仲須通り沿いと本町通り沿いと．に商店街

が形成されている（第1図参照）。鉾田町市街地にお

いて商店街としての景観を呈するものは，これらと

中心商店街以外にはない。そのため，既に調査を行

なった中心商店街に加えて，仲須通りと本町通りと

に沿う商店街を調査することによって，鉾田町市街

地における商店街の特徴を解明できると考えられ

る。したがって，本研究の目的は仲須通りと本町通

りとに沿う商店街の店舗構成とその変化を論じるこ

とであり，最後に，それらと中心商店街とを比較し

て，鉾田町市街地における商店街の一般的特質につ

いて考察する。

　仲須通りは1929年（昭和4）鹿島参宮鉄遺鉾田駅完

成後，州幅2．7㎜の伸須州を埋め立てることによっ

て建設された4〕（第1図）。一方，本町通りは1941年

（昭和16）の鉾田陸軍飛行学校の開校に伴い，堤防沿

いの小路が拡幅されて建設されたものである。現在，

両通りはともに申心商店街の西方一帯に分布する町

役場と鉾田第一高等学校などの官公庁・学校と鉾田

駅とを結ぶ通勤・通学路である。本研究では調査す

る両商店街の地域的範囲を次のように画定する。す

なわち，本町通り商店街は鉾田駅前から旭橋に至る

全長455mの通り沿いの範囲とし，また，伸須通り

商店街は本町通りとの交差点から鉾田橋に至る全長

382mの通り沿いとした。双方の商店街は，それぞ

れの橋で申心商店街に接している。なお，両商店街

に含まれる8交差点は，説明の都合上A～Jと呼称

する（第2図参照）。

　本研究の目的を達成するために，本町通り・伸須

通り商店街における商店の悉皆調査を行なった。調
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第1図　鉾田町市街地における商店街の分布

　　　（玉983年5月・1984年至O月現地調査により

　　　作成）
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査項目は以下のとおりである。すなわち，商店の業

種・業態・組織形態5），売場面積，従業者数，土地

所有状況，職住分離・非分離の状況，現在地での開

業年，開業以来の業種・業態・組織形態の変化およ

び廃業・移転した商店の業種・業態・組織形態であ

る。なお，適切な解答が得られなかった調査項目が

あるため，調査項目ごとの全調査店舗数は若干相異

する。本調査は1984年9月30日から10月6日までに

行なった。

皿　本町通り商店衛の店舗構成とその変化

　皿一1　店舗構成

　本町通りは片側1車線で，歩道と車道は区別され

ていない。この通りは石岡市ないし小川町と鹿島方

面とを結ぶ主要地方遺の一部であるので，自動車通

行量は非常に多く，1979年9月11臼（火）における鉾

田商工会前の自動車通行量は1日で5，214台であっ

た6）。また，同年同地点の歩行者通行量は1，366人

であった。本町通りは歩行者・自動車通行量とも多

いが，歩遺が存在しないため歩行者が安全な買物を

行なえる状態にはないといえよう。

　1984年9月現在本町通り商店街において立地する

68建物（物置・小屋を除く）のうち，小売店は36店舗，

飲食店は6店舗あり，小売店・飲食店が全建物に占

める割合は61．8％である。また，この商店街には美

容院・理容院などのサービス施設や信用金庫の支店

などの業務施設が14店立地するが，本研究ではこれ

らも商店に含めることにする。

　この商店街で特に商店が密集する地区は，G～I

である（第2図）。この地区では店舗設計に工夫を凝

らした商店が連続して立地する。なお，この地区に

は業種分類申分類の「織物・衣服・身の回り品小売

業」の中でも若い女性を顧客として設定した婦人服

店と，業種分類申分類では「飲食料品小売業」に属

するコンビニエンス・ストア，持ち帰り弁当店のよ

うな新しい形態の小売店が立地する。また，この地

区の南側に位置する商店街の裏側一帯には，本町商

店会専用の無料駐車場（70台収容可能）がある。この

地区には，その他に駐車場が5ケ所あるが，それら

はいずれも各商店専用の小規模なものである。一方，

本町通り商店街で最も鉾田駅に近い位置にあるE～

脇卓□9
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第2図　業種構成

　　　　（1984年10月現地調査により作成）

　　　　1．織物・衣月浸・身の回り品小売業

　　　　2．飲食料晶小売業　3．飲食店

　　　　4．家具・建具・じゅう器小売業

　　　　5．その他の小売業　6．サービス施設

　　　　7．業務施設　8．廃業店舗・倉庫・工場

　　　　9．一般住宅・未調査　10．駐車場

Gの地区では，商店の聞に一般佳宅と倉庫などが不

連続に立地する。次に，トJの地区では，その北側

に町営駐車場（40台収容可能）が位置しており，商店

はその南側にのみ分布する。E－GとトJの両地区

では，老朽化した店舗が相対的に多く，商店街とし

てのまとまりはG～Iの地区より劣る。

　盟一2　店舗形態

（1）売場面積規模

　本町通り商店街において売場面積500m2以上の大

規模小売店は立地しないが，営業面積が500狐2以上

の業務施設は次の2店舗が立地する。それは，信用

金庫の支店と電力会社の営業所である。売場面積

251m2以上の商店はこれらの業務施設を除くと洋品

店，化粧品店のみであり，これらはいずれもG～1

の地区に分布する（第3図）。次に，売場面積10ト

250m2の商店は6店あり，これらはF～J地区に分

散している。一方，売場面積66m2以下の商店は28
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團33m2以下

［コ未調査。非蘭業施設
0　　　　100棚

］」
第3図　売場面積規模

　　　（1984年10月現地調査により作成）

炉

図1・2
　　　　　　　　　　　　0　　　　100m［コ未調査・非商業施設　　　　　　L」」

⊂1コ常時雇用従糞者を擁する商店

　　第4図　従業者規模

　　　　　（1984年10月現地調査により作成）

店（全調査店舗に占める割合は60．9％）あり，これら

は本町通り商店街全域に分散的に分布する。

（2）従繋者規模

　本町通り商店街において従業員規模が10人以上の

商店は4店のみである（第4図）。このうち2店は業

務施設であり，他はミシン販売店と衣料品店である。

このうちミシン販売店を除く3店は，G～Iの地区

に位置する。一方，従業者規模4人以下の商店は33

店であり，全調査店舗に占める割1合は70．2％であ

る。これらの商店は本町通り商店街に広く分布す

る。

　常時雇用従業者を擁する商店は，本町通り商店街

において32店で，これらが全調査店舗に占める割合

は68．1％である。これらは商店街全域に広く分布す

る。商店の従業者規模と常時雇用従業者の有無との

関係をみると，従業者規模5人以上の商店は，すべ

てが常時雇用従業者を擁する（第1表）。なお，従業

者規模4人以下の商店の半数以上が常時雇用従業者

を擁する。

（3）土地所有と職住分離。非分離の状況

本町通り商店街において借地で営業する商店は16

第1表　商店の従業者規模と常時雇用従業者の有無

　　　との関係

従業者規模 仲須通り商店街 本町通り商店街
計

（人） 雇用なし 用あり 雇用なし 雇用あり

1画2
ユ3 i 王2 8 34

3画4 3 2 3 工0 18

5固6 1 5 0 6 12

7～9 O 2 0 4 6

10～ 0 1 O 4 5

計 ユ7 エエ 工5 32 75

（1984年工O月現地調査により作成）

店あり，これらは全調査店舗の33．3％を占める。こ

れらの商店はE～Fの地区の北側部分と，G～Hの

地区とその隣接地区に集中して立地する（第5図）。

次に，商店と住宅が別々の地所にある職住分離の商

店は17店あり，このうち14店までがG～Iの地区に

一147一



ρ

L＿」」oom

第5図　土地所有と職住分離・非分離の状況

　　　（1984年10月現地調査により作成）

第2表

□会社組織

［コ未調査・非商業施設
L一＿」1・

第6図　組織形態

　　　（1984年10月現地調査により作成）

商店の土地所有と職住分離・非分離の状況との関係

炉

　　職住分離曲　　　　非分離土地所有状況

仲須通り商店街 本町通り商店街
言十

職住分離 職住非分離 職住分離 職住非分離

借　　　　地 7 3 工O 6 26

自己の所有地 3 工5 7 25 50

計 ヱO 正8 ユ7 3ユ 76

（工984年ユO月現地調査により作成）

分布する。

　商店の土地所有と職住分離・非分離の状況との関

係を示したのが，第2表である。それによると借地

で営業する商店は，自己所有地で営業する商店に比

べて職住分離が進んでいる。自己の所有地で営業し，

かつ職住分離の状態にある商店は7店あり，そのう

ち6店までがG～1の地区に分布する。

（4）組織形態

　本町通り商店街において会社組織の商店は！！店あ

り，これらが全調査店舗に占一める割合は22．9％であ

る。これらは商店街全域に分布するが，G～1の地

区では比較的これらが連続して分布している（第6

図）。会社組織の商店のうち，小売店・飲食店以外

のものは4店あり，その内訳は信用金庫の支店，電

力会社の営業所，タクシー会社およびクリーニング

店である。

　本町通り商店街に本店があり，他に支店を有する

ものは洋菓子店と洋品店およびコンビニエンス・ス

トアの3店である。洋菓子店の支店はこの通りの筋

向いに位置するアクセサリー一店であり，洋品店の支

店は中心商店街より50㎜北方に位置するジーパン専

門店である。また，コンビニエンス・ストアの支店

は鉾田町の安房に位置する。なお，洋菓子店とコン
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ビニエンス・ストアはそれぞれ全国的規模で展開す

るチェーン組織にも加入している。

　次に，支店・チェーン店は！7店あり，それらはE

～Fの地区と，G～Hの地区に集申して分布する。

このうち，全国的規模で展開する組織の商店は，前

述の洋菓子店とコンビニエンス・ストア，さらに持

ち帰り弁当店，ミシン販売店および電力会社の営業

所7）の5店である。他の12店は県内的規模で展開す

る組織の商店であり，そのうち，鉾田町内に本店が

あるものはアクセサリー店，靴店，薬局およびクリー

ニング店のみである。このうちアクセサリー店を除

く商店の本店は，いずれも中心商店街に位置する。

他の県内的規模で展開する組織の支店・チェーン店

とその本店の所在地は次に示すとおりである。すな

わち，石岡市に本店が位置する衣料品店，婦人服店，

靴店および信用金庫，水戸市に本店が位置する飲食

店，日立市に本店が位置するタクシー会社，麻生町

に本店があるスポーツ用品店および小川町に本店が

ある衣料品店である。

　皿一3　開業時期と業種。業態1組鐵形態の変化

（1）開業時期

　1984年現在営業中の商店が現在地で開業した時期

を示したのが，第7図である。この図では開業時期

は次の5期間に区分されている。すなわち，1925年

以前（第I期），昭和初年から第2次世界大戦終了ま

での1926～1945年（第I期），終戦から高度経済成長

期前までの！946～1960年（第皿期），高度経済成長期

の196！～1973年（第W期）およびそれ以後現在までの

1974年～1984年（第V期）である。

　本町通り商店街で第I．I期に開業した商店は4

店のみである。次に，第皿期に開業した商店は18店

であり，これらはE－Gの地区とH－Jの地区に集

中して分布する。また，第1卜V期に開業した商店

は27店あり，そのうち19店がG～Iの地区に分布す

る。

（2）業種1業態。組織形態の変化

　現在営業する商店の現在地における業種・業態。

組織形態の変化は第7図に示した。本町通り商店街

においてこの種の変化を示した商店は3店のみであ

る。これらの変化はいずれも1970年代に生じている。

　ところで，商店街では商店間の競合が激しいため，

鰯1926－1945・

脇j…年以前　　　L一＿』o・
口未調査・非麟施設
　変化形態

　○買回晶店への変化r　　　△尊門化
　　　　　　　　ト業種
　鶴最寄晶店への変化一変化口組織形態の変化

　　第7図　商店の開業時期と変化形態

　　　　　（1984年10月現地調査により作成）

廃業。移転した商店の跡地に別な経営者が新たに商

店を開業するという商店の入れ替りが生じることは

めずらしくない。本町通り商店街において廃業・移

転した商店の跡地に開業した商店は14店あり，これ

らが全調査店舗に占める割合は29．2％である。これ

らのうち9店までがG～Iの地区に分布し，3店が

E地点の北側部分に連続して立地する（第8図）。商

店の入れ替りによって買回晶店に変化した事例は5

例あり，逆に，最寄品店に変化したものは4例認め

られる。しかし，これらの最寄晶店の中には，コン

ビニエンス・ストアと持ち帰り弁当店のような新し

い形態の商店が含まれている。本町通り商店衛にお

ける商店の入れ替りは，1950年代から生じているが，

特に1970年代以後に半数以上の8例が生じている。

1970年代以後に廃業・移転した商店に入れ替わって

開業した商店のうち，6店が支店・チェーン店であ

る。

　斑一遜　本町通り商店の特質

　本町通り商店街に商店が集積し始めたのは，主に

第2次大戦後のことである。1984年現在小売店・飲
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置する洋品店と，D地点より20m北に位置するスー

パー・マーケットとの2店である（第3図参照）。次

に，売場面積100～250鰍2の商店は4店あり，これ

らはいずれもA～Cの地区に分布する。一方，売場

面積66搬2以下の商店は22店あり，これらが全調査

店舗に占める割合は75．9％である。これらの商店は

商店街全域に広範囲に渡って分布する。

（2）従業者規模

　仲須通り商店街において従業者規模が10人以上の

商店は，D地点より20m北に位置するスーパー・

マーケットのみである（第4図参照）。第4図による

と，従業者規模の大きい商店は，A～Cの地区に集

中して立地している。一方，従業者規模4人以下の

商店は！9店あり，全調査店舗の67．9％を占める。こ

れらは仲須通り商店街に広く分布する。

　この商店街において常時雇用従業者を擁する商店

はu店あり，全調査店舗の39．3％を占める。これら

は商店街全域に分布する。第1表によると，従業者

規模7人以上の商店は，すべてが常時雇用従業者を

擁する。なお，常時雇用従業者を擁する従業者規模

4人以下の商店は，僅か3店のみである。この3店

は，D～Fの地区とそれに北接する位置にのみ分布

する。

（3）土地所有と職住分離。非分離の状況

　仲須通り商店街において借地で営業する繭店は10

店あり，これらは全調査店舗の35．7％を占める。こ

れらのうち5店がD～Fの地区に連続して立地し，

他の5店はB～Cの地区に分布する（第5図参照）。

次に，職住分離の商店は10店あり，そのうち7店が

D地点の20㎜北からFに至る地区に分布する。

　第2表によると，伸須通り商店街において借地で

営業する商店は，自己の所有地で営業する商店と比

較すると，職住分離が進んでいる。自己の所有地で

営業し，かつ職住分離の状態にある商店は3店あり，

これらはD地点の北方20mの位置からFに至る地

区にのみ立地する。

（4）組織形態

　伸須通り商店街において会社組織の商店は3店の

みである（第6図参照）。これらの商店はA～Bの地

区に立地する洋品店と呉服店，およびD地点の北

方20mに位置するスーパー・マーケットである。

　次に，仲須通り商店街において支店・チェーン店

は，県内的規模で展開する組織のものがD－Fの地

区にのみ3店立地する。すなわち，ハンバーガー・

ショップ，紳士服店および婦人服店であり，それら

の本店は，それぞれ日立市，岩間町および鉾田町の

中心商店街に位置する。なお，上述したスーパー。

マーケットは鉾田町市街地に立地する他のスー

パー・マーケット2店との共同出資により，鉾田町

安房に！985年3月ごろに支店を開業する予定であ

る。

　皿一2　開業時期と業種・業態。縄織形態の変化

（1）開業時期

　1984年現在営業申の商店が現在地で開業した時期

を示したのが，第7図である。伸須通り商店街で第

I・1I期に開業した商店は8店あり，このうち7店

までがA～Cの地区に分布する。次に，第㎜期に開

業した商店は4店であるが，これらはB～Cの地区

に分布する。最後に，第1V・V期に開業した商店は

17店あり，これらは商店街全域に分布するが，特に

D～Fの地区に連続して立地する。

（2）業種1業態1組織形態の変化

　第7図では，現在営業する商店の現在地における

業種・業態・組織形態の変化をも示した。伸須通り

商店街においてこの種の変化を示した商店は4店あ

るが，D－Fの地区に立地する菓子店のみは1972年

と！983年とにおいて2回変化しているため，変化は

5例である。組織形態の変化を示した2例は，とも

に1952年に個人組織から会社組織へ変化したもので

ある。次に，前述の菓子店の1983年における業種変

化と，C地点の北に位置するタバコ店の業種変化は，

ともに後継者が別な仕事をしているために，経営を

副業化したものである。なお，D地点の北20mの地

点に位置するスーパー・マーケットは1982年に同じ

仲須通り商店街のC地点付近から現在地に移転し

たものである。この商店の変化は，業態と組織形態

が同時に変化した事例である。

　仲須通り商店街において，廃業・移転した商店の

跡地に現在営業する商店は7店あり，このうち5店

がD～Fの地区に分布する（第8図参照）。第8図に

よると，商店の入れ替りによって買回品店に変化し
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た事例は3例認められ，他には飲食店への変化と理

容院・美容院への変化が2例ずつ認められる。これ

らの商店の入れ替りが生じたのは，いずれも1970年

以降のことである。

　皿一遅　伸須通り商唐街の特質

　仲須通り商店街において小売店・飲食店は22店舗

あり，商店街の全建物の40．0％を占め，これにサー

ビス・業務施設を加えても，56．4％にすぎない。こ

の商店街では，廃業店舗・倉庫・一般住宅の占める

割合が高いが，特にそれらはこの商店街の中央部に

集中して認められる。そのため，仲須通り商店街は

この部分を境として，申心商店街に接する北部地区

と本町通り商店街に接する南部地区とに2分されて

いる。

　北部地区は廃業店舗と倉庫が点在し，商店の密度

は比較的低い，仲須通り商店街で売場面積規模

69m2以上の商店7店中6店までが，また，従業者

規模5人以上の商店9店中7店までが，この地区に

集中して立地する。さらに，仲須通り商店街で1960

年以前に開業した商店u店のうち，9店までがこの

地区に分布する。この地区の商店は職住非分離のも

のが多く，一般に建物は老朽化し，店舗設計に工夫

がない。そのため，北部地区の商店街景観は寂れて

いる。

　一方，南部地区では売場面積規模66m2以下，従

業者規模4人以下の商店でほぼすべてを占めてお

り，これらはすべて職住分離の状態にある。また，

伸須通り商店街で！974年以降に開業した商店9店の

うち，7店がこの地区に立地する。この地区では店

舗設計に工夫を凝らした商店が多く，県内レベルで

展開する組織の支店・チェーン店が3店立地する。

このうち，鉾田町内に本店があるものはユ店である。

なお，仲須通り商店街において生じた商店の入れ替

りの大部分がこの地区で生じている。

M　蓉とめ

　本研究では，鉾田町市街地において中心商店街と

鹿島鉄道鉾田駅とを結ぶ通り沿いに発達した本町通

りおよび伸須通り商店街の店舗構成とその変化を検

討した。以下において，これらの商店街と1983年に

調査した中心商店街とを比較して，鉾囲町市街地に

おける商店街の特質を論じる。

　鉾田町市街地の商店街は，その店舗構成と商店の

店舗形態などの特徴によって，次の3地域に大別す

ることができる。すなわち，①中心商店街の核心地

区，②本町通り商店街と伸須通り商店街の南部地区

および③中心商店街の縁辺の地区と仲須通り商店街

の北部地区である。

　①申心商店街の核心地区は鉾田町で最も古くから

商店が立地していた地区である。この地区の商店の

開業時期は古く，ほとんどの商店は自己の所有地で

営業している。また，この地区では売場面積・従業

者規模ともに大きい商店が多く，職住分離は比較的

進んでいる。さらに，商店主の経営意識は高く，近

年において専門化・多角化などのような商品の品揃

えに工夫を加える変化が多く認められる。

　②本町通り商店街と仲須通り商店街の南部地区で

は，1961年以後に開業した商店が大部分である。こ

れらの地区では，他の商店街に比べて支店・チェー

ン店が非常に多いのが特徴的である。これらの繭店

は売場面積・従業者規模とも小規模であるが，常時

雇用従業者を擁し，かつ，職佳分離の状態にあるも

のが多い，また，これらの地区では商店の入れ替り

が多く認められ，商店街としての活気があるといえ

よう。

　③中心商店街の縁辺の地区と仲須通り商店街の北

部地区では商店の密度が低く，旧式な店舗構成の商

店や一般住宅が一部混在する。これらの地区の売場

面積。従業者規模は，申心商店街の核心地区に比較

すると小さい。なお，中心商店街の南縁の地区では，

近年チェーン店の進出が認められる。この地区は本

町通り商店街と近接しており，また，常時雇用従業

者を擁する商店も比較的多く認められる。このこと

から，この地区は本町通り商店街と申心商店街との

遷移地帯としての特徴をも有すると考えられる。

　鉾日ヨ町には市街地の中小小売店にとって脅威とな

る第一種大規模小売店は立地しない。しかし，鉾田

町における買物行動調査によると，鉾田町から水戸

市への流出率は15．6％であり，特にハンドバック・

カバンなどの高級品の流出率は高率である9）。また，

鉾田町には！960年代以後に町外に本店がある支店。

チェーン店の進出が相次いで行なわれたが，このこ

とは，主に鉾田駅と申心商店街とを結ぶ位置にある
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本町通り商店街において顕著に認められる。水戸市

との競合と町外資本の進出とが相次いで行なわれる

中で，鉾田町の市街地の商店街においては，専門化・

多角化による販売商品の品揃えの工夫と，支店の出

店のような経営努力を行なう商店が認められる。し

かし，この種の商店は，中心商店街の核心地区，本

町通り商店街とそれに隣接する地区以外にはほとん

ど認められない。

　本研究をまとめるにあたって，筑波大学地球科学系の高橘伸夫・村山祐司両先生の御指導をいただきました。

現地調査においては，鉾田町商工会と鉾田町の簡店経営者の方々の多大な御協力をいただきました。以上の方々

に厚くお礼申し上げます。
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